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生きた細胞や動物の中でタンパク質の働きを可視化する
手法の開発は、生物学の研究において極めて重要です。
私達は任意のタンパク質とβ - ラクタマーゼを融合発現
し、様々な蛍光分子で標識する手法を確立しました。こ
の手法により、タンパク質の動態や周辺の pH 環境をリ
アルタイムで可視化できます。また、生体内に導入した
フッ素核の位置を可視化する 19F MRI という手法によっ
て、生体内の酵素反応を可視化するプローブの開発を
行っています。
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生体内分子の動態・機能を可視化するプローブ開発
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一連の生物的イベントやその反応場を解釈し、バイオの
力を利用することで、人類の営みに幸せを導くことを目
指しております。特に、ヒト細胞の気持ちや組織の成り
立ちを理解し、育む技術を構築・利用することである「細
胞製造性」を基盤学問とし、細胞製造を介する新産業分
野（細胞治療・再生医療技術産業、培養食肉産業など）
へ展開するため、3 つの要素（ヒトづくり、モノづくり、
ルールづくり）から成る「コトづくり」を実践し、産・官・
学の三位一体で産業を興すことに貢献したいと思ってお
ります。
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